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Tokyo Kasei塾 2023 受講申込書

お 名 前

ご 住 所　
〒

ふりがな

年齢

勤務先名 所属

在 学 生

メール
アドレス

学部　　　　　　　　　学科　　　学年

電話番号
自宅または勤務先

携帯

校了

（受付時間／平日 9:00～17:00   土曜 9:00～12:00）

開講方法 Zoomによるオンライン開催
定　　員 各回30名
時　　間 各回13：30～14：30、14：40～15：40
 【60分×2コマ】

受 講 料 各回《一般》3,000円　《本学学生》1,500円
 ※申し込み受付後、払込用紙を郵送いたします。
 （別途事務手数料として300円負担となります）
対　　象 食品関係の企業に従事されている方、
 及びこのテーマに関心のある方

（大学HP）

※受講ご希望の方は、右記QRコードより応募フォームにアクセスまたは、メール・FAX・郵送にて必要事項を記入の上、
お申し込みください。お電話でのお申し込みは受付けておりませんので、ご注意ください。

※メールにてお申し込みの場合、メール受信後に当センターより確認の返信をいたします。返信が届かない場合は、電話に
てお問い合わせください。

Tokyo Kasei      2023塾
（食品編 専門講座）《オンライン講座》

家政

応募フォーム

佐藤　吉朗
東京家政大学栄養学部教授

講　師

2023年10月31日火
13：30～15：40

食事の安全性について考える
―オフフレーバーを中心に考える―

藤井　建夫
東京家政大学大学院客員教授

講　師

2023年12月6日水
13：30～15：40

食品衛生・発酵食品についての
誤解の数々

2023年10月17日火申込締切 2023年11月21日火申込締切

希望講座
□にチェックを
入れてください

10月31日㈫ 食事の安全性について考える
12月 6日㈬ 食品衛生・発酵食品についての誤解の数々

□1.
□2.



TokyoKasei塾2023　後期　藤井・佐藤先生 ウラ面

　食品の安全・安心が世の中で問題になったことはこれ
まで数え切れませんが、2002年に起きた輸入冷凍ホウ
レンソウの残留農薬問題がひとつの転換点でありました。
今回、私たちが食品を扱う上において何が重要なのかと
いう点について、オフフレーバーという切り口から具体的
に提案をさせていただき、普段の食生活を安心して過ご
すために身近な話題を中心に、皆様と一緒に考えてまい
りたいと思います。

★申し込み受付後、払込用紙を郵送いたしますので、期日までにコンビニエンスストアでご入金をお願いいたします。 ※銀行・郵便局
でのご入金はできませんのでご注意ください。
★講座申し込み時にご登録いただいたメールアドレス宛に、Zoomの招待メール、資料をお送りいたします。講座開講日の3日前（土・
日・祝日を除く）になっても届かない場合は、問い合わせ先までご連絡ください。開講日当日は、ご自身のパソコン、スマートフォン、
タブレット等でご参加ください。
★申込者以外の受講（複数人数での受講）はご遠慮ください。
★当日キャンセルの場合は、受講料は返金いたしませんのでご了承ください。その他キャンセルによる返金につきましてはホームページ
をご覧ください。
★講師の都合によりやむを得ず休講にする場合は、後日録画を配信いたします。詳細はお問い合わせください。
★個人情報は、公開講座以外の目的には使用いたしません。
★その他、注意事項など詳細はホームページをご覧ください。

受講について

校了

講座概要

東京家政大学栄養学部教授
東京大学大学院博士課程修了。現在、東京家政大学栄養
学部教授。授業科目は食品衛生学、食品衛生学実験、食
品学概論、化学実験。専門分野は農芸化学（食品衛生学、
生物有機化学）。研究課題は食品のオフフレーバーの分
析化学的研究、食品の香気成分の食品における役割につ
いて。
主な社会的活動として、一般社団法人オフフレーバー研
究会（会長）、公益社団法人日本食品衛生学会（学会活
性会員）、公益社団法人日本食品化学工学会（評議員）。

Pr�ile

　私たちはアジサイのことを紫陽花と書きますが、両者
は同じでないことを植物学者の牧野富太郎氏は口を酸っ
ぱくして説いていたといいます。紫陽花とは中国唐代の
詩人が見た紫の花に付けた名であり、日本原産のアジサ
イを指すはずがないわけで、誤解が定着してしまったこと
を嘆いていたといいます。このような誤解は、食品衛生
や品質管理に関する教科書・参考書からもいくつも見出
すことができます。今回の講座では、そのような誤解に
ついて話しますが、受講された皆様は暫く私の話を非常
識と思われるかもしれません。

講座概要

東京家政大学大学院客員教授
京都大学大学院農学研究科博士課程修了、京都大学農学
部助手、水産庁東海区水産研究所微生物研究室長、東京
水産大学・東京海洋大学教授、山脇学園短期大学教授、
東京家政大学特任教授、日本食品衛生学会会長などを経
て、現在、東京家政大学大学院客員教授、東京海洋大学
名誉教授。
専門分野：食品微生物学（腐敗、発酵、食中毒、微生物
制御）。
主な社会活動：日本水産学会、日本食品衛生学および日
本食品微生物学会各名誉会員。「ガッテン！」、「ホンマでっ
か？！TV」、「林修の今でしょ ! 講座」、「羽鳥慎一モーニン
グショー」、「たけしのニッポンのミカタ！」、「この差って何
ですか？」など数多くのメディアに出演。　

Pr�ile

B案

講　師

佐藤　吉朗
東京家政大学栄養学部教授

講　師

藤井　建夫
東京家政大学大学院客員教授

Tokyo Kasei      2023塾
（食品編 専門講座）《オンライン講座》

食事の安全性について考える
―オフフレーバーを中心に考える―

食品衛生・発酵食品についての
誤解の数々


